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論 文 内 容 の 要 旨
1.研 究 目 的
この研 究の 目的は、進歩主義教育思想に よって発展 した協同学習 を重視す る児童申心の学習
櫓導法 と、わが国 の伝統酌 な教師申心の指導法とを教育薩 学的に比較 して、 その効果、特質 を
明 らかに し、さ らにその改 善案にっいて検討を加 え、 もって児童教育 に澄け る学習指導法 の改
善 をはかるに あ,る。
2.研 究 の 内 容
第1編 は文献的研究の成果 であ って、騨連す る従来の研究論文について比較考察 し、 この研
究 をすすめ るにあた っての問題点 を明 らかに した。
第2編 は実験的研究 の成果 であるo
第1な い し第3実 験は、両 方法 の効果 を比較検 討したものであって、両方法 は対立的 な種々
の効果を もた らす ことを明 らか に した。
第4・ 第5実 験は、 「協同学習 を重視する児童 中心の指導法はわが国の伝統的 指導法 と比較
して知能下位の ものに不利 である。 」ことの検 証実験 である。
第6・ 第7実 験は学習 指導 に澄げるleadθrtrainingの 効 果を検討 した もので ある。
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この研究では、 ユθadertrainin黛 は班 内の学 習活動 の進行 をよ ぐずるが、個人の学業
成績に なると知能の低 い児童 に委で効果を及ぼさないこ とが明 らかにな った。
第8な い し第11実 験は総合法(学 習内容の性質 に よって両方法 を併用 する方法}の 効果を
検討 した。その結果、協同学 習を:重視 する児童中心の指導法の短所のい ぐつかを補 ない得る こ
とが明 らかになった。
3.研 究 の 総 括.
上述 した一連の研究の結果を総括的に述 べると、協同学習を:重視 する児童 中心 の学習指導法
は、 わが国の伝統的な教師中心の指導法 と比較 して、長所 を もつ とともに短所 が発 見され る。
この長所 を残 し短所を補 なう一っの改善案は ユθadertrainingに よって学習活動を調
整する と同聴に学習 内容の性質 によって両指導法 を併用する総合法 を採用す ることであ る。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
この学位論文 は、 「学習指導法の改善 に関する教育心理学的研究 児童 中心 の学 習指導
法 を申心 と して一 」第1巻 ～第5巻675枚 の主論文 と、 「児童の社会酌行動に及ぼす民族 の
要因について 」(東京 教育大学心理学教室編 「教 育心理学 」第5集 、1952所 載)ほ か9編 の
参考 論文 とか ら成 っている。 第1巻 と第2巻 につい ては、論文内容の 要旨に略述 さカているが、
第5巻 は第1巻 と第2巻 に述 べ られて いる学習指導案例、実験 テス ト闘題例、学習指導計画例等
を収めたものであり、参考論文集 は、小室が東京文理 科大学心理学 科を卒業以来、内外に発表 し
た教育心理学上の諸論文 である。 これを要す るに、小室 の学位論文はこれ寮での彼の学的業績 の
総決算を体現 した ものであるが、主論文 「学習指導法の改善 に関す る教育心理学的研究 一 「児
童申心の学習指導法 」を中心 として一 」は こう した経緯か らみて識に自然 な位置 に立つ もの と
考 え られ る。 とい うのは、小室の学的業績は、昆族心理 学的、 動物心理学的、社会心理学的 など、
多彩 な遍 歴をた どりっつ あるが、中心は児童 に詮ける学 習の間題、特に、現場に直結す る授業研
究にあっ た か ら である。 小室は、 こうした経緯 をたど りなが らも、戦後 アメ リカか ら導入さ再
た児童 中心主義的 な学習指導法 と、わが国古 来の教師中心主義的 な学習指導法 との比較研究を志 髄
されだの であろ う。
さて小室の主論文第1巻 は、222編 に除 よぶ「学 習指導法(教 捜法}に ついての実験心理学
的研 究に関する論文 」を教科内容 や学習指導法等か ら概括する とと屯に、特に 「児童中心 の学習
指導法 」の発展経過に即 して整理 した ものである。PsychoユOgica■ 工ndθx(1894～
1935}やPsy℃hologicalAbstracts臼927～195S}に 負 うところが少 ぐなか
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った であろ うが、わが国に溢け る諸資料 やモイマン等につい ての…渚研 究を加えた、 それ 自身が一
っの総合的な学術報告 とみなすことができる。 と秀あれ、小室 は、 こうし疫丈献的考察を背景 と
して、数年間 にわた る彼自身 の実験的研 究を行な ったのである。
小室の学 習指導法の改善に関する実験的研究は、彼の居住地で ある宮城県 小泉小学校の4年 生
を中心とする数年間 にわた るものであるが、社会科 と国語 を中心 として、児童中心主義、教師 中
心主義 と呼 ばれ る学習指導法に 、上記第1巻 ゐ交献的考察か ら導き出された様 々な操作を加える.
とと もに、特に児童中心主義 の学 習指導法 の欠点 とされ る知能低位群の 問題に着眼 して ユθadeτ
trainingの 検 討を行 なうなど、澄 よそ この種の研究に 騨連 する従来 の諸問題 を一つ一 つ検
討 し、結 局のところ、 彼が 総合 法 と呼ぶ ところの一種の折衷案 一 社会科、国語、算数、理科で
検証_一 に落 ちついたのであるが、 この間 に撫ける彼の諸考察は恐 らぐは、 この種の研 究に関す
る従来のすぺてを凌 ぐ労作 と称する ことができるで あろう。
ただ憾む釈 は、小室の研 究ぱ戦後間 もない頃の間題点 に出発 したために、闇題点 自身の
timingのズレ、つま り学習指導法の改善 とはいえ、現蒔点に詮ける授業研究 などとは、間題
点 自身に隔 りを感 じさせる ことであろ う。 しか も、 この ことは、小 室の労作全体に通ず る諸:考察
とも関連 し、 児童 中心主義 と教師 中心主義 との比較の上 に、さらに オコンならびにザンコフやダ
ニロフ等の授業研究 との比較考察を促す であろ うが、こ うした視点 をカッコに入れて、静かに、
この論文 自体 の価値 を意義づけるならば、つ ぎの如 ぐなるで あろ う。
本学位論交は、児童中心主義 と呼 ばれ る学習指導法が、戦後の新教育 として導入 された当時に・
捨ける教育 現場の混乱状態 に対 し、 わが国 に澄ける伝統的な学 習指導法(教 師中心主義 ⊃との調
和 を計 ろ うとして数 多 ぐの文献的:考察 に基 ぐ多角的 な実験 的検 討 を行 ない、結局、両 方法の総
合的 施行の必要 を指摘 した もので あるが、この結 論に導 ぐ道程 において、従来の諸研究 にはみ ら
れ ない種 々の実験酌分 析を加え 、この種の研究に一→1玉の終止符 を打 つ ものと して特記さ るべき も
のと思 う。
よって、教育学博士の学位を授与 され るに適 当な ものと認定 する。
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